












要約:本年度は,1992 年度に調査を行った集団(1992 年度 1.5 歳児健診対象者および小学 1

年生)に対し,生活質問票調査,身体検査,及び血液検査（ただし,身体及び血液検査は 1994

年度小学3年生のみ)を実施した.その結果,小学1年生から3年生にかけて,軽度肥満者(肥

満度 20％以上)の割合の増加が認められた.生活質問票調査より,肥満者は早食いの傾向が

認められた.血清中の総コレステロール値は肥満度と有意な相関を示さなかった.また,本

年度は,島後地区の県保健所職員,町村職員,小・中学校養護教諭等による「学校・地域保

健の情報交換会」が,4 冊のパンフレソトを作成し,同地区の小・中学校に配布した。


